
令和４年６月第２回定例会
（全て　一問一答）

質問者 質　問　の　要　旨

・
庁舎整備基金条例が令和4年3月議会で制定されましたが、積
み立て目標金額は？何年間？

・新築工事概算予算は？

・新築工事着工目標予定は？

・余剰金を増やす対策をどの様に考えているのか？

・ふるさと納税を増やす対策をどの様に考えているのか？

・泉佐野方式で製造工場誘致を！

（１）
国土強靭化対策事業の進捗
状況について

・
事業化している個別の進捗状況について、今後の追加事業に
ついて

・
岬町に移住したいと思える町づくりの現状と今後の対策につい
て

・産み育てやすい環境づくりについて

・今後の子どもの推移について

・保育所、幼稚園、小中学校の今後のあり方について

・
3年ぶりに盆踊りや秋祭りが実施できると聞く。現在もコロナ禍
において課題もあるが、町として協力すべきことはないか？

・
企業からの寄付等で成り立っているゆめみらい基金から資金
面での協力はできないか？

・観光分野と連携して地域の文化を盛りあげては？

（２）
地域事業者の活性化策につ
いて

・
国のコロナ対策の交付金の使い道として、コロナ禍にあえぐ事
業者向けのメニューを拡充する必要があるのでは？

・
昨年の議会ではみさき公園に関する事案に関心が高かった。
現時点でその時の町の判断が間違っていなかったか検証す
る。

・
本年5月のタウンミーティングでもみさき公園の今後についての
期待や質疑が多かった。町民の声を聞く場はあるのか？

・岬町と言えば「みさき公園」。改めて町長から意気込みを聞く。

裏面につづく

一　般　質　問　通　告　一　覧　表

質問事項

奥野 　学

道工 晴久

（１）

少子化対策について

本庁舎の建て替えはいつ
に！

深日漁港ふれあい広場の再
整備について

（２）
関西電力多奈川発電所跡地
にふるさと納税の返礼品とな
る製造工場誘致を！

令和４年４月以降に大阪府水産課との再整備に向けての交渉
進捗状況は？

・（３）

（２） 住みやすい町づくりについて

新たなみさき公園に期待す
るもの

竹原 伸晃

（１） 地域の文化を守るために

（３）

（３）



質問者 質　問　の　要　旨質問事項

・
HPやSNS(LINE、Facebook、Instagram)など複数のメディアで情
報発信しているが、それぞれの目的と使い分けは？

・HPとLINEで発信情報に差が生じているのはなぜか？

・それぞれのメディアの効果はどのように分析しているのか？

・
Instagramでの発信情報の大半が景色だが、もっとイベント情報
やふるさと納税などの情報を発信し、集客や寄附額増加などに
活用すべきではないか。

（２）
防災行政無線の放送内容の
公式LINEでの情報発信につ
いて

・

防災行政無線での発信情報は緊急性の高いものが多い為、確
実に住民に届ける必要がある。昨年提案して運用することに
なっていた公式LINEでの情報発信の状況はどうなっているの
か？

・
住民からの意見吸い上げはどのような方法で行っているのか
(HP、意見箱、タウンミーティングなど)？

・それぞれの方法でどれくらいの意見が寄せられているのか？

・
意見に対する回答をHPなどで公開し、行政の見える化を図る
べきではないか。

・
住民がもっと気軽に意見を言えるようにLINEを活用してみては
どうか。

（１） 行政のデジタル化について ・
町税や固定資産税、窓口での手数料など電子マネー決済を導
入してはどうか？

（２） 町広報について ・
住民に、より広く正確に情報発信するため広報課を創設しては
どうか？

（３）
町有施設の老朽化対策につ
いて

・
子育て支援センターの給食調理場を給食センターに統合して
はどうか？

（１）
コロナ危機から住民と事業者
を守るために

・

長引くコロナ禍に加え、物価の高騰で住民のくらしも事業者の
経営もいっそうの困難に陥っている。政府が新たに策定した
「原油価格・物価高騰等総合緊急対策」には、地方創生臨時交
付金「コロナ禍における原油価格・物価高騰対応分」として1 兆
円の創設も含まれており、新たな交付金も活用して住民と事業
者を守ることが求められるが、岬町の交付金活用計画を問う。

（２）
新たな「みさき公園」づくりに
ついて

・

岬町PFI事業者選定審査委員会における審査講評が公開さ
れ、積極的な評価と同時に解決すべき課題も指摘されている。
また、「事業実現に向けた留意事項」としていくつかの要請がな
されているが、それにどう応えていくのかを問う。

中原 　晶

坂原 正勝

（１）
行政からの情報発信につい
て

（３）

谷地　泰平

住民からの意見吸い上げと
回答の公開について


